
番号 意見の要旨

1 ・改めて資料を見て、本当に大丈夫と言えるのか疑問である。
・バスの便が良いと言うが、バス停からほぼまん中と離れていて、雨風の強
い日は決して歩いて通うには楽ではない。高齢者が歩いて安全と言えるのか
心配である。

2 ・落下物対策を講じなければならない場所に、あえてなぜ造らなければいけ
ないのか。
・「高架下での工事の特性を踏まえ」とあるが、なぜわざわざ大変な構造・
工法をとる必要があるのか（予算もかかる）。
・マグニチュード8が起きた時、1/2以下の強度なのに、区民の命を軽んじて
いるのか。

・（懇談会委員について）なぜ関越道側道に面した住民をはずしたのか。
・決定ではなく白紙と言いながら、各部会を設けてなし崩しに進めていこう
としている。
・せっかく税金とスタッフを導入して、みんなで良い施設を造っていこうと
しているのに、区の職員も一生懸命やっているのも分かったが、場所に問題
がある。

3 ・委員の方々には、現場を見てから、話し合いをお願いしたい。

4 ・高架下を見学してほしいが、6～7月はとても良い時期で、12～2月が一番高
架下には厳しい時期である。建設予定地をよく研究してほしい。
・もし何かあったら無条件でどかさなくてはいけない等、ネクスコからの条
件についても出席者に知らせてほしい。

5 ・高架下に建物を作ることについての安全性について、どの方からも発言が
なかったのは、とても残念である。私はそれを最も危惧しており、是非論議
してほしい。「ガラス張り」など論外だと考える。
・委員の選出基準を知りたい。

6 ・高齢者センターについて、若い健常者と同様にすばやく動くことはできな
い。建物の脇からすぐ避難できる非常口を設ける必要がある。
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